
なごみ
北島町地域包括支援センターだより

第20号
令和7年6月1日
板野郡北島町中村字上地23-1
TEL（088）698－8951

徳島県民に多い糖尿病。実は認知症とも無関係ではありません。
糖尿病と認知症について一緒に学んでみませんか。

日　程：令和7年6月22日（日）　時　間：10時～正午頃
場　所：株式会社よんやく （北島町鯛浜字中須4番地2）

【共催】北島町　チームオレンジ　株式会社よんやく
【問合せ・申込み先】北島町地域包括支援センター　TEL：088－698－8951

プログラム
 9 ：30～　受付開始
10：00～　開会
10：10～　講演会

第 1 部『糖尿病と認知症』
　　　　～最近の糖尿病治療薬も含めて～
第 2 部『新たな認知症観と科学的予防の今を知る』
　   　　～認知症になっても

住み続けられる北島町に～
12：00　　閉会予定

参加申込み方法
①、②いずれかの方法でお申し込みください。
①お電話から【申込み先】北島町地域包括支援センター
　　　　　　　　　　　　TEL：088－698－8951

※氏名、電話番号、住所をお伺いします。
②二次元コードから

令和7年度北島町認知症総合支援事業　一般講演会

北島役場

フジグラン
北島

ほっともっと

マクドナルド

いのもと眼科内科

ハローズ

セブンイレブン

今切川 バナナダンス

よんやく
徳島営業部

第1部『糖尿病と認知症』
～最近の糖尿病治療薬も含めて～
講師：いのもと眼科内科　内科担当　猪本　享司 先生

　1980年3月に徳島大学医学部医学科卒業後、徳島大学医学部第1内科（現在の血液・内分泌代謝内科学講座）入局。
　1985年には共同研究者として九州大学理学部生体高分子学科へ国内留学。
　その後、徳島赤十字病院等へ勤務の後、1998年6月からいのもと眼科内科に勤務。
　1986年に三好賞、2018年に徳島医学会賞を受賞。

いのもと　　たか し

第2部『新たな認知症観と科学的予防の今を知る』
～認知症になっても住み続けられる北島町に～
講師：徳島大学大学院　医歯薬学研究部　地域医療福祉学分野
　　　教授　白山　靖彦 先生

　三重県行政において厚生労働省等とともに高次脳機能障害施策の発足と発展に寄与する傍ら、川崎医療福祉大学大学
院で医療福祉学博士を取得し2005年に大学教員に転身し、現職。
　2017年に徳島県地域包括ケアシステム学会を立ち上げるなど、地域包括ケアシステムの深化・推進を図る一方で、
厚生労働省審議会、県内行政の福祉計画策定委員などを歴任し、特に認知症関連では2024年度より徳島県認知症施策
推進会議会長に就いている。

しらやま　　やすひこ

申込み〆切り
令和7年

6月19日木

参加費
無料

定員 100名
※定員に空きがある場合、当日の参加も可能です※いただいた個人情報は講演会実施の目的以外には利用致しません

参加してみ
たい、

参加してみ
たい、

新しく立ち
上げたい

等の

新しく立ち
上げたい

等の

お問い合
わせは

お問い合
わせは

北島町社会福祉協議会　電話：088－698－8910　FAX：088－698－8921
北島町地域包括支援センター　電話：088－698－8951　FAX：088－697－0517

グループで映像をみながら行う30～45分の体操で、体力・筋力アップにつながります。
「生活にメリハリが出た」「体操の日以外もでかけるようになった」とのお声をたくさんいただいています。
体操の場がどんどん増えています！新しく開催したい方もぜひご連絡ください。

いきいき100歳体操 開催中！

いきいき100歳体操一覧
日　時 場　所

1
北
村

毎週（火）10：00～　　（土）10：00～ 北村西老人憩の家（北村字西蛭子90）

2 毎週（土）10：00～ 北島北老人憩の家（北村字壱町四反地35－163）

3 毎週（日） 9 ：30～ 県営住宅集会所

4
鯛
浜

第４（月）10：00～
※月２回（土） 9 ：30～　※各月により異なる 鯛浜西老人憩の家（鯛浜字西ノ須170－11）

5 毎週（月）13：30～ 北島南老人憩の家（鯛浜字川久保171）

6 毎週（金）13：30～ 鯛浜出口老人憩の家（鯛浜字かや41）

7

中
村

毎週（水）13：00～ 栄通り老人憩の家（中村字明神下 2 － 2 ）

8 毎週（水）10：00～

光風台老人憩の家（中村字岸ノ上 1 －189）9 毎週（木）10：00～

10 毎週（金） 9 ：00～

11 毎週（木）13：30～ 中村北老人憩の家（中村字田処 6 － 1 ）

12 毎週（木）13：30～ 中村東老人憩の家（中村字東中須 1 －1）

13 高
房
毎週（火）10：00～　　（金）10：00～ 東高房老人憩の家（高房字東中道10－ 1 ）

14 毎週（木）13：30～ 西高房老人憩の家（高房字居内52－ 1 ）

15 太
郎
八
須

毎週（土）16：00～
第４（水）10：00～ 太郎八須東老人憩の家（太郎八須字外開 2 －158）

16 毎週（水）10：00～ 太郎八須西老人憩の家（北村字ハトノモト９-３）

17 江
尻
毎週（火）10：00～ 江尻東老人憩の家（江尻字小分12-4，12-6，5-5）

18 第 2･4（金）13：30～ 江尻防災施設（江尻字宮ノ本32-１）

19 新
喜
来

第 1･2･3･4（月）13：30～ グリーンタウン防災施設（新喜来字下竿 1 －16）

20 毎週（水）13：30～ 老人福祉センター（新喜来字南古田88－ 1 ）
� 令和 7年 4月現在
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暮
ら
し
の
保
健
室

　

地
域
の
方
が
気
軽
に
集
ま
り
、
健
康
や
日
常
の
困
り
ご
と
を
自
由
に
相
談
で

き
る
場
、『
暮
ら
し
の
保
健
室
』。
そ
の
始
ま
り
は
、
代
表
の
古
川
誠
二
さ
ん
が
、

鹿
児
島
大
学
看
護
学
科
の
講
演
会
で
秋
山
正
子
さ
ん
に
出
会
っ
た
こ
と
。
そ
の

時
に
触
れ
た
W
H
O
の
『
健
康
』
の
定
義
、『
健
康
と
は
、
た
だ
病
気
が
な
い

と
か
弱
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
身
体
も
心
も
、
社
会
の
中
で
居

心
地
よ
く
満
た
さ
れ
て
い
る
状
態
の
こ
と
』
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。『
社
会
の
中

で
満
た
さ
れ
た
状
態
』、
そ
れ
は
『
自
分
ら
し
く
、
社
会
と
つ
な
が
り
な
が
ら
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
こ
と
』
と
の
理
解
。
病
気
や
介
護
問
題
は
病
院
で
対
応
可
能
だ
が
、
日
常
の
小
さ

な
悩
み
や
モ
ヤ
モ
ヤ
を
気
軽
に
話
せ
る
場
は
不
足
し
て
い
る
現
代
社
会
。
全
国
各
地
で
開

催
さ
れ
て
い
る
『
暮
ら
し
の
保
健
室
』
の
活
動
が
社
会
の
隙
間
を
埋
め
て
い
る
と
感
じ
た

古
川
さ
ん
は
、
令
和
5
年
1
月
に
北
島
町
や
各
地
域
で
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
地
域
の
方
が
健
康
や
暮
ら
し
の
悩
み
を
気
軽
に
話
し
合
え
る
『
オ
ー
プ
ン

ダ
イ
ア
ロ
グ
』
と
い
う
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
厳
密
な
ル
ー
ル
は
な
く
、
参
加
者
同

士
が
対
話
を
通
し
て
悩
み
を
共
有
し
あ
い
、
一
方
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
避
け
る
こ
と
が
特

徴
。
北
島
町
だ
け
で
な
く
上
板
町
や
鳴
門
市
で
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
医
療
や
介
護
福
祉

関
係
者
を
は
じ
め
、
若
い
社
会
活
動
家
か
ら
地
域
の
方
ま
で
幅
広
い
層
が
参
加
し
て
い
る
。

　

活
動
を
進
め
る
な
か
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
医
療
関
係
者
や
参
加
者
の
双
方
が
、
既
存
の
社
会
シ
ス
テ
ム

の
枠
組
み
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
現
実
。
友
人
が
う
つ
病
を
患
い
接
し
方
に
悩
ん
で
い
た
あ

る
参
加
者
は
、
オ
ー
プ
ン
な
対
話
を
通
じ
て
同
じ
悩
み
を
共
有
す
る
人
た
ち
と
話
し
合
い
、
次
第
に
自
分
自
身
の
考
え

が
ま
と
ま
り
、
友
人
に
前
向
き
な
声
か
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

個
別
の
悩
み
に
つ
い
て
は
事
前
に
時
間
を
設
け
て
個
別
相
談
に
も
対
応
し
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
こ
う
し
た
オ
ー

プ
ン
な
対
話
が
参
加
者
全
員
の
学
び
と
な
り
、
課
題
解
決
の
糸
口
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

『
一
緒
に
考
え
る
大
切
さ
』

　

古
川
さ
ん
は
活
動
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
の
は
、『
誰
に
相
談
し

て
い
い
か
分
か
ら
な
い
悩
み
を
抱
え
る
人
の
多
さ
』
と
語
る
。『
暮

ら
し
の
保
健
室
』
で
は
参
加
者
が
自
身
の
経
験
を
語
り
合
い
、
相

談
者
が
気
持
ち
を
整
理
し
前
向
き
な
行
動
を
取
る
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
る
。
最
近
は
、
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め
に
話
題
提
供

と
し
て
簡
単
な
講
演
会
を
取
り
入
れ
、
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
や
子
ど
も

食
堂
、人
生
会
議
（
A
C
P
）
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
。

　

家
族
の
死
別
や
う
つ
病
に
よ
る
失
業
、
さ
ら
に
は
自
身
の
家
を

無
償
譲
渡
し
た
い
と
い
う
相
談
ま
で
、
個
別
の
深
刻
な
悩
み
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
解
決
策
が
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い
問
題

も
あ
る
が
、
相
談
者
の
悩
み
を
身
近
に
感
じ
る
た
め
に
、
相
談
者

の
自
宅
で
保
健
室
を
開
催
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
人
の
心
情

を
傾
聴
し
、
一
緒
に
考
え
る
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　

古
川
さ
ん
は
今
後
の
『
暮
ら
し
の
保
健
室
』

で
は
、
人
生
会
議
（
A
C
P
）
や
環
境
に
優

し
い
暮
ら
し
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
地

域
へ
の
さ
ら
な
る
普
及
を
目
指
し
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、
学
校
や
職
場
な
ど

に
も
活
動
を
広
げ
、
地
域
の
方
が
自
分
自
身

と
周
り
の
方
の
幸
せ
を
考
え
な
が
ら
暮
ら
す
、

き
っ
か
け
を
作
り
た
い
と
い
う
。

　

ま
た
、
個
別
相
談
の
場
を
増
や
し
、
各
地

区
で
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
も
目

標
と
し
て
い
る
。
地
域
で
の
暮
ら
し
を
豊
か

に
す
る
た
め
の
こ
の
活
動
は
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
方
々
と
と
も
に
成
長
を
続
け
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
全
国

の
『
暮
ら
し
の
保
健
室
』
と
も
情
報
交
換
を

行
い
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
多
く

の
人
と
開
か
れ
た
対
話
を
深
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

医
療
保
険
制
度
や
介
護
保
険
制
度
が
充
実

し
て
も
、
満
た
さ
れ
な
い
部
分
が
あ
る
。『
暮

ら
し
の
保
健
室
』
が
、
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち

の
地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
一
端
を
担
っ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

取
材　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
ゆ
う　

岡
田

【きたじま暮らしの保健室】【きたじま暮らしの保健室】
日　時：�奇数月の第 3日曜日　� �

14ー17時まで
場　所：�北島南老人憩の家� �

（北島町鯛浜川久保 171）
連絡先：�080－5209－6254 
※問合せ時間：�日曜・月曜以外の19時以降

代表�
�古川　誠二 さん

健生石井クリニック　ACPについて意見交換

上板の昌光にて　知恵と慈悲に包まれて

秋山正子さんとの出逢い


